
毎　　　日　　　新　　　聞

2021年（舎利3年）5別9日（水）　陸田雄聾）国　師

やまと

万葉がたIl

珠
に
貫
く
　
棟
を
家
に
　
植
ゑ
た
ら
ば

や
ま
∴
∴
ほ
　
と
　
と
　
ぎ
　
す
　
　
　
　
　
　
　
か
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
こ

山
番
公
鳥
　
離
れ
ず
来
む
か
も

（
大
伴
書
持
　
巻
十
七
・
三
九
一
〇
）

申
く
も
梅
雨
入
り
し
て

し
ま
い
ま
し
た
が
、
本
来

な
ら
今
ご
ろ
は
風
薫
る
季

節
で
す
。
こ
の
時
期
に
な

る
と
き
ま
っ
て
、
小
学
校

の
校
庭
に
あ
っ
た
大
き
な

セ
ン
タ
ン
の
木
を
思
い
出

し
ま
す
。
学
校
自
体
が
高

台
に
あ
り
、
校
庭
の
端
に

植
え
ら
れ
た
そ
の
木
に
登

る
と
、
市
内
を
一
望
で
き

る
だ
け
で
み
＼
演
ま
で
鴫

星
ノ
卑
打
点
i
享
か
で
き
ま

し
た
。
四
方
に
伸
び
た
太

い
枝
の
一
本
は
座
る
の
は

具
合
が
よ
く
、
葉
擦
れ
の

音
や
烏
の
さ
え
ず
り
を
聴

き
な
が
ら
過
ご
し
た
記
憶

が
あ
り
ま
す
。

「
煉
」
と
は
セ
ン
ダ
ン

の
吉
名
で
す
。
平
安
時
代

の
辞
書
で
あ
る
「
和
名
抄
」

で
は
「
棟
」
の
字
に
ア
フ

子
の
訓
が
あ
り
、
こ
の
こ

ろ
に
は
．
穣
し
の
文
字
が

あ
て
ら
れ
て
い
暮
し
と
カ

幻
J
J
塞
銅
〝
i
り
。
．
i
J
詔
引
男
卑
中
高
ロ
同
寺
。
〝
．
り
i

う
か
が
え
ま
す
。
万
葉
歌

に
4
例
あ
り
、
「
安
布
知
」

（
当
該
歌
）
　
「
阿
布
知
」

（
巻
五
・
七
九
八
）
　
「
椙

市
L
（
巻
十
・
一
九
七
三
）

「
安
不
知
」
　
（
巻
十
七
・

三
九
二
二
）
と
、
い
ず
れ

も
ア
フ
チ
ど
よ
め
る
表
記

で
す
。
大
成
す
る
人
は
幼

い
こ
ろ
か
ら
優
れ
汀
飾
る

と
い
う
意
味
の
「
栴
檀
は

双
葉
よ
り
芳
し
〟
の
応

檀
”
は
、
現
在
の
七
、
／
ダ

ン
で
は
な
く
ビ
ヤ
ク
ダ
ン

（
白
樫
）
の
こ
と
で
す
。

こ
の
歌
で
は
、
セ
ン
ダ

ン
を
「
珠
に
貫
く
」
と
表

現
し
て
お
り
、
花
を
糸
に

通
し
て
薬
玉
と
し
て
い
た

と
み
ら
れ
ま
す
。
薬
玉
は
、

五
月
五
日
の
端
午
の
節
句

に
邪
気
を
払
う
物
と
し
て

用
い
ら
れ
ま
し
た
。
実
際

に
、
セ
ン
ダ
ン
の
実
や
樹

皮
は
生
薬
と
し
て
知
ら

れ
、
ぬ
り
薬
や
内
服
薬
と

し
て
用
い
る
ほ
か
、
菜
に

も
除
虫
効
果
が
あ
る
と
い

わ
れ
ま
す
。
ホ
ト
ト
ギ
ス

の
声
を
端
午
の
薬
玉
に
す

る
と
表
現
し
た
歌
も
あ
り

（
巻
八
・
一
里
ハ
五
）
、

旧
暦
五
月
五
日
は
セ
ン
ダ

ン
の
花
が
咲
き
ホ
ト
ト

ギ
ス
が
鳴
く
時
期
と
認

識
さ
れ
て
い
た
よ
う
で

す。
作
者
の
大
伴
香
特
は
こ

の
歌
を
兄
・
家
持
へ
贈
っ

て
い
ま
す
。
ホ
ト
ト
ギ
ス

は
万
葉
集
中
で
最
も
多
く

詠
ま
れ
た
動
物
で
、
と
く

に
家
持
が
好
ん
で
歌
に
詠

み
ま
し
た
。

（
県
立
万
葉
文
化
館
指
導

研
窒
貝
・
井
上
さ
や
か
）

＝
次
回
は
6
月
2
日

【
訳
】
珠
と
し
て
貫
く
棟
の
確
を
家
に
植
え
た
ら
、

山
誌
公
馬
は
い
つ
も
来
る
か
な
あ
．


